
司会 山口大学医学部附属病院腫瘍センター 准教授 吉野茂文先生
事例提示・各施設10分 全体討議20分

<13：30～14：10 > 
事例1：大学病院から緩和ケア病棟へ
「緩和ケア病棟での治療を行いながら入退院を繰り返された症例」

山口大学医学部附属病院 放射線科 小林大河先生
山口宇部医療センター 緩和ケア内科 片山英樹先生

<14：10～14：50>
事例２：大学病院から地域の病院へ
「食道がん化学療法後、様々な偶発症に対し1つ1つ治療を行った症例」

日程：平成２５年６月１日(土）
時間：１３：３０～１５：３０
場所：山口大学医学部霜仁会館 ３階多目的室

共催：山口大学医学部附属病院腫瘍センター心と体のサポートチーム（第45回腫瘍センターセミナー）
中国・四国広域がんプロ養成コンソーシアム（平成25年度第2回がん治療スキルアップコースセミナー）

参加費:無料 対象:医療関係者

※お車でお越しの方は病院外来の駐車場を
ご利用ください。
駐車券はセミナー受付までご持参ください。

問合先：山口大学医学部附属病院
腫瘍センター事務局（担当 原田）
Tel：:0836-22-2170

食道がん化学療法後、様 な偶発症 対し 治療を行った症例」
山口大学医学部附属病院 第二外科 兼清信介先生
セントヒル病院 消化器内科 浜辺崇衣先生

<14：50～15：30>
事例３：大学病院から在宅緩和へ
「できるだけ家で生活したいという思いを在宅で支援した症例」

山口大学医学部附属病院産科婦人科講師 村上明弘先生
やまもとクリニック院長 山本光太郎先生


